
  

Weiner による責任の解明 

� (73) Weiner, Bernard (1995) Judgments of Responsibility  
New York: The Guilford Press.    

�   NOT RESPONSIBLE        ON (continue process)    
�                                          Event    

�                                          ↙↙↙↙  ↘↘↘↘    
�   Impersonal Causality   Personal Causality    

�                                               ↙↙↙↙        ↓↓↓↓    
�  Uncontrollable Cause    Controllable Cause    

�                                                   ↙↙↙↙           ↓↓↓↓    
�   Mitigating Circumstance       No Mitigating    

Circumstance    

�                                                                ↓↓↓↓    
�                                             Assignment of  Responsibility     



  

他動性他動性他動性他動性のののの連続体再考連続体再考連続体再考連続体再考    

� マラーティーマラーティーマラーティーマラーティー語語語語においてにおいてにおいてにおいて実実実実はははは多多多多くのくのくのくの無生物主語無生物主語無生物主語無生物主語をををを持持持持つつつつ他動他動他動他動
詞構文詞構文詞構文詞構文がががが存在存在存在存在するするするする     

� （（（（1））））天候天候天候天候、（、（、（、（2））））乗乗乗乗りりりり物物物物、（、（、（、（3））））病気病気病気病気やややや死死死死、（、（、（、（4））））芸術作品芸術作品芸術作品芸術作品、（、（、（、（5））））出来出来出来出来
事事事事をををを主語主語主語主語とするとするとするとする他動詞文他動詞文他動詞文他動詞文がたくさんがたくさんがたくさんがたくさん見見見見られるられるられるられる     

� 他動性他動性他動性他動性のののの連続体連続体連続体連続体においてにおいてにおいてにおいてマラーティーマラーティーマラーティーマラーティー語語語語はははは意図的動作意図的動作意図的動作意図的動作とととと自自自自
然然然然のののの力力力力のののの間間間間にににに責任責任責任責任のあるのあるのあるのある出来事出来事出来事出来事がががが入入入入っておりっておりっておりっており、、、、断絶断絶断絶断絶をををを起起起起こしこしこしこし
ていることになるていることになるていることになるていることになる。。。。     

� 言語類型論言語類型論言語類型論言語類型論においてはともすればにおいてはともすればにおいてはともすればにおいてはともすれば表面的表面的表面的表面的なななな言語現象言語現象言語現象言語現象のののの分布分布分布分布
のののの記述記述記述記述にににに終終終終わりがちであるわりがちであるわりがちであるわりがちである。。。。他動性他動性他動性他動性のののの連続体連続体連続体連続体もももも言語学者言語学者言語学者言語学者としとしとしとし
てのそのようなてのそのようなてのそのようなてのそのような志向性志向性志向性志向性をををを持持持持っていたっていたっていたっていた。。。。言語現象言語現象言語現象言語現象のののの裏裏裏裏にはにはにはには認認認認
知過程知過程知過程知過程のののの中身中身中身中身（（（（他動性他動性他動性他動性のののの場合場合場合場合にはにはにはには意図性意図性意図性意図性、、、、責任責任責任責任のののの概念概念概念概念））））をををを
吟味吟味吟味吟味するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    
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